
地域と学校の思いを未来へつなげて

地域連携担当
先日の「半原ふれあいまつり」は、地域の皆さまのたくさんの思いに支えられ、子ど

もたち一人ひとりが笑顔いっぱいに活動することができました。ありがとうございまし

た。

145年前に開校した明治の時代から、半原は地

域と学校とが連携して教育を行う強い結びつきがあ

ります。夏祭り等の行事はもちろん、休日の地域活

動も子どもたちの励みになり、半原を愛する思いが

子どもたちの心にしっかりと届いています。

今後も、地域と学校が手を取り合って子どもたち

の未来を見据え、情報を共有しながら、明るく楽し

く元気な半原地区でありますよう、皆さまのご協力

をよろしくお願いいたします。

子ども達の安全・安心な学校生活を確保するために、新た

に防犯カメラを設置し、学校内への不審者の侵入や、学校施

設の器物破損等の犯罪行為の抑止力の向上を図りました。

今後もこうした取り組みを通じて、子ども達の学習環境の

整備に努めていきます。

連合音楽会を終えて 5年生担当
１１月９日に、愛川町６校の小学校が集まり、連合音楽会が行われました。半原小学

校は「協力し 心を一つに 響かせよう」をスローガンとし、「怪獣のバラード」と「地

球星歌～笑顔のために～」の２曲の発表をしました。「地球星歌」は声の響きや強弱の

変化を大切に、「怪獣のバラード」はパートごとの旋律の取り方や、歌詞をイメージす

ることに気をつけながら練習を積み重ねてきました。本番当日は緊張しながらも、自信

を持って取り組み、練習した成果を発揮するこ

とができました。発表後は、皆、晴れ晴れとし

た表情でした。この経験を生かして、更に様々

なことに挑戦してほしいです。子どもたちは練

習を重ねる中で様々なことを乗り越え心を一つ

にした合唱となりました。

学校だより １１月号

「はんばら」 修学旅行を終えて ６年生担当

６年生は、１０月３０日、３１日に日光へ修学旅行に行ってきました。今年度の修学旅

行のスローガンは、「ルールを守り、仲良く楽しい修学旅行」です。

日光の歴史や自然について調べ学習を行ったり、日光での活動計画を立てたりするなど、

１学期から準備を重ねてきました。自分達が掲げたスローガンの通り、団体行動や公共の

場でのルールやマナーをしっかりと守り、高学年らしい態度で臨むことができ大変立派で

した。友達との絆が深まり、一人ひとりが良い思い出をつくることのできた修学旅行でし

た。また歴史的な建造物や趣のある大自然にみんな感動していました。

陽明門の雄大さに驚く

湯滝は冷たい？熱い？

＊三猿の説明に聞き入る

３日（月）委員会・登校指導

安全点検

４日（火）朝会・給食試食会

給食4者会議

５日（水）集金袋配布

６日（木）集金日・PTA運営委員会

７日（金）５年生遠足

(横浜市立立野小との交流）

10日（月）給食費引き落とし日

11日（火）音楽朝会(1年)

17日（月）薬物乱用防止教室(６年)

18日（火）児童朝会 給食最終日

19日（水）特別日課４校時

12:10下校

20日（木）特別日課４校時

12:10下校

21日（金）２学期終業式

特別日課３校時

1１:４0下校

いのちの授業
～赤鼻そえじを招いて

１１月１３日にいのちの授業として、
副島賢和先生をお招きしました。副島先
生は、院内学級の先生で『あかはなそえ
じ』として、テレビでも取り上げられた
ことがあります。
今日は、『自分も相手も大切にするか

かわりに必要なこと』というテーマでお
話しいただきました。まず、クラウンと
して登場し、子どもたちの心をつかみ、
院内学級の子どもたちから教わったこと
などをわかりやすくお話してくださいま
した。特に「感情によい・わるいはあり
ません。どんな感情も大切にしていいの
です。ただね、伝え方を学んでください。」
というお話に、会場にいた子どもたちは
もちろん、大人もみんなうなずいていま
した。とても、温かい時間となりました。

平成３０年１１月２２日
愛川町立 半原小学校
校長 萩原 百合子
電話 ２８１－０１４４
１０月１日の児童数２９６人


